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はじめに

 

 

 



利用モデル：主体的な学びの流れ（例）

 

 



到達度テスト（入学時・２年次）

 
 



参考）テストの例



参考）テストの実施状況
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個票（テスト結果の可視化シート）
 



個票（テスト結果の可視化シート）
 



個票作成の流れ

A大学個票



共通基盤：個票出力システム

クラウド（スーテクホルダーが運用）

可視化システム

大学キーリポジトリ

A大学担当者

B大学担当者

暗号化キー発行/利用

学生の到達度テスト 
結果の登録

A大学学生の到達度テストA大学個票

A大学 
テスト結果

学生の過去の結果や 
他大学の分析結果を 
組み込み可能

分析結果

横断的な分析結果は 
大学間の許諾範囲で 
利用可能

個人の識別情報を難読化

個票の出力

大学IRなど 
への利用

B大学学生の達成度テスト

A大学のデータは 
参照できない

分析 
結果



学習用の教材

 



教材デモ



 

初年次での利用例1
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初年次での利用例1
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初年次での利用例2
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個別の大学の努力や労力での整備ではなく、 
各大学が共同的に活動し、  
継続して利用できる初年次教育基盤として  
整備することができた



まとめ

今後の課題


